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1 ．組織の概要

株式会社 オークマ 代表取締役社長 大隈 賢一郎

本社／朝倉工場 〒838-1305 福岡県朝倉市菱野1548 TEL 0946（52）2800
FAX 0946（52）2804

甘木工場 〒838-0026 福岡県朝倉市柿原567
宝珠山工場 〒838-1702 福岡県朝倉郡東峰村大字福井964

環境管理責任者 友清 基文 （総務部 部長） E-Mail     m-tomokiyo@o-kuma.co.jp

担当者 日野 淳一 （品質技術部 マネージャー） E-Mail     j-hino@o-kuma.co.jp

会社URL http://www.o-kuma.co.jp

事業内容 住宅用木製ドア及び造作材の設計・製造

事業規模
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会社合計 本社・朝倉工場 甘木工場 宝珠山工場
敷地面積 68,723m2 22,451m2 18,841m2 27,425m2
延床面積 29,110m2 11,680m2 6,432m2 10,998m2
従業員 181人 103人 38人 40人



２ ．環境経営方針

環境経営方針

株式会社オークマは、「快適な暮らしと価値ある製品創り」「伝統の継承と新たなる挑戦」
「家族と地域に愛される会社作り」を掲げ、全従業員の環境負荷に対する意識高揚を図り、
環境保全活動への取り組みを積極的に進め、持続可能な社会実現に努めます。

基本理念

❑環境に関する法規制を遵守します。
❑リデュース・リユース・リサイクルに積極的に取り組み、処分量の最小限化と省資源化を
推進します。

❑環境配慮型事業を積極的に推進します。
❑化学物質の適正な使用と環境負荷の少ない代替製品購入に努めます。
❑限りある資源の効率的な活用に努めます。
❑環境経営方針達成のために目標を設定し、具体的な環境活動計画を策定し、その状況の定
期的な評価と見直しを行い、全員参加で継続的な改善を行います。

行動方針

2019年4月1日（改訂）
株式会社オークマ
代表取締役社長 大隈 賢一郎
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３．環境経営計画の実施体制

＜体制＞ ＜役割＞

＜環境経営システム最高責任者＞

（1） 環境経営システム管理責任者をはじめ、必要な責任者を任命する。当該責任者には、

現在の責務に関わりなく、兼任で責任と権限を明示する。

（2） 環境経営システムの構築･運用･維持に必要な経営諸資源（人材･資金･機器設備･技術 

技能を含む）を準備する。

（3） 環境経営に関する基本理念･長期戦略･基本方針を制定し、基本的な環境目標を設定

する。

（4） 環境経営システムの構築･運用に関する情報を収集し、方針･目標をはじめ、システム

全体の見直しを行い、必要であれば改訂を指示する。

＜環境経営システム管理責任者＞

（1） 環境経営に関する経営諸資源の合理的･効果的な運用を図り、目的を達成するために、

環境経営に関する委員会組織を運営する。

（2） 環境経営システムの構築と運用を円滑に行い、最高責任者に見直しのための情報として、

その構築･運用に関する情報を最高責任者に提供する。

＜EA21推進委員会＞

（1） 3ヶ月に1回開催し、環境目標の達成状況及び活動計画の実施状況を審議する。

＜EA21事務局＞

（1） EA21文書及び記録類の作成・維持・管理。

＜管理責任者＞

（1） 自己の管理範囲内における管理責任者として、全員参画による環境経営システムの運用

及び管理の責務を負い、部署内の必要な人材育成、パフォーマンスの向上を図る。

＜推進責任者＞

（1） 自己の管理範囲内における環境推進責任者として、全員参画による環境経営システムの

運用及び管理の責務を負い、部署内の担当者の選任･必要な教育訓練、パフォーマンス

の向上を図る。

2025/4/1改訂

品質技術部 マネージャー

推進委員会

＜宝珠山工場＞ 品質技術課 課長

代表取締役社長 / 取締役副社長

総務部 部長

製造課 課長

品質技術課 主事

品質技術課 課長

＜役員＞ 取締役副社長

朝倉工場 工場長

甘木工場 次長

宝珠山工場 次長

製造課 課長

＜甘木工場＞

推進責任者

＜本社 / 朝倉工場＞

＜甘木工場＞

＜宝珠山工場＞

事務局

品質技術課 主事

株式会社オークマ

EA21実施体制　2025年度

環境経営システム
最高責任者

環境経営システム
管理責任者

管理責任者

＜本社 / 朝倉工場＞

＜本社 / 朝倉工場＞

＜甘木工場＞

＜宝珠山工場＞



４ ．環境経営目標
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2023年度 2024年度 2025年度 2026年度

基準 目標 目標 目標

環境経営目標(中期2024～2026目標及び2025年度目標）

項目
評価
単位

【1】 二酸化炭素排出量の削減

kg-CO2

1,697,609 1,680,633 1,663,657

【2】 廃棄物排出量の削減

ton

778 770

1,646,681

基準 1%削減 2%削減 3%削減

基準 1%削減 2%削減 3%削減

762 754

基準 1%削減 2%削減 3%削減

7979

作成日：2025年4月1日

代表取締役社長　大隈　賢一郎

❖発注先を複数にして検討
品目の幅を広げる

【6】 自らが生産・販売・提供する製品及び
サービス

❖設計時の資材構成を常に
見直す

❖地域貢献活動の継続

❖設計時の資材構成を常に
見直す

❖地域貢献活動の継続

【3】 水使用量の削減

m3

8142 8060 7897

❖設計時の資材構成を常に
見直す

❖地域貢献活動の継続

【5】 グリーン購入
品目

※2015年度よりCO2換算係数の変更（調整後排出係数＝0.598kg-CO2/kWｈ　九州電力2014年度実績）

❖発注先を複数にして検討
品目の幅を広げる

❖発注先を複数にして検討
品目の幅を広げる

❖化学物質含有量の少ない代替品への変更を積極的に進めていく
【4】 化学物質使用量削減

㎏



５ ．環境経営計画と実施状況

目標 実績 達成率 目標 実績 達成率 目標 実績 達成率

電気使用量 本社・朝倉工場 1,241,484 1,282,530 97.0% 1,269,703 1,343,754 94.5% 1,256,880 1,314,414 95.6%

甘木工場 801,107 658,561 122.0% 651,977 723,799 90.1% 645,389 676,761 95.4%

単位：kWh 宝珠山工場 562,590 548,739 103.0% 543,252 512,157 106.1% 537,764 463,191 116.1%

合計 2,605,181 2,489,830 104.6% 2,464,932 2,579,710 95.6% 2,440,033 2,454,366 99.4%

化石燃料 本社・朝倉工場 51,585 54,640 94.0% 54,093 55,468 97.5% 53,546 52,526 101.9%

甘木工場 7,249 8,930 81.0% 8,841 11,093 79.7% 8,750 9,871 88.6%

単位：L 宝珠山工場 23,438 20,421 115.0% 20,216 16,274 124.2% 20,012 13,191 151.7%

合計 82,272 83,991 98.0% 83,150 82,835 100.4% 82,308 75,588 108.9%

1,762,222 1,697,609 104.0% 1,680,633 1,748,396 96.1% 1,663,652 1,655,975 100.5%

本社・朝倉工場 4,357 4,575 95.2% 4,529 5,006 90.4% 4,484 5,272 85.0%

甘木工場 3,106 3,495 88.9% 3,460 4,557 75.9% 3,426 4,201 81.6%

宝珠山工場 138 72 192.0% 71 71 100.4% 71 64 110.6%

7,602 8,142 93.4% 8,060 9,634 83.7% 7,981 9,537 83.7%

本社・朝倉工場 337 310 109.0% 307 302 101.5% 303 330 91.9%

甘木工場 326 359 91.0% 356 373 95.5% 352 340 103.5%

宝珠山工場 146 109 135% 108 114 94.0% 106 126 84.4%

809 778 104.0% 770 789 97.6% 762 797 95.6%

2024年度 2025年度2023年度

水
使
用
量

廃
棄
物
排
出
量

単位：m3

単位：t

合計（t）

二
酸
化
炭
素
排
出
量

合計（m3）

合計（kg-CO2）



５ ．環境経営計画と実施状況：二酸化炭素排出量

工場別1か月ごとの二酸化炭素排出量

各工場別が占める二酸化炭素排出割合

二酸化炭素排出量

※二酸化炭素排出量は電力と化石燃料の使用量から算出
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二
酸
化
炭
素
排
出
量
（

kg
  -

CO
2）

工場別1か月ごとの二酸化炭素排出量推移

本社・朝倉工場
55.3%甘木工場

25.9%

宝珠山工場
18.8%

単位 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計
全社 117,494 114,606 128,152 144,937 121,500 147,551 158,546 148,683 154,030 161,831 131,163 127,482 1,655,975
本社朝倉 63,371 62,758 73,007 79,252 66,049 81,973 88,068 84,446 84,316 88,797 74,135 69,854 916,026
甘木 30,181 28,086 31,621 34,968 30,674 36,964 39,497 36,383 43,852 47,940 36,090 33,245 429,502
宝珠山 23,943 23,762 23,524 30,717 24,778 28,613 30,981 27,854 25,862 25,094 20,938 24,382 310,447

kg-CO2



５ ．環境経営計画と実施状況：二酸化炭素排出量（電力使用量）

工場別1か月ごとの電力使用量

電
力
使
用
量
（

kW
）

工場別1か月ごとの電力使用量推移各工場別が占める電力使用量割合
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本社・朝倉工場
53.5%

甘木工場
27.6%

宝珠山工場
18.9%

単位 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計
全社 183,272 172,305 194,956 221,105 185,216 224,979 241,569 216,395 219,899 221,911 187,197 185,562 2,454,366
本社朝倉 96,408 91,065 107,885 117,728 97,283 120,792 130,305 118,717 116,279 118,218 101,602 98,132 1,314,414
甘木 50,011 45,910 52,406 57,307 51,148 60,731 64,690 56,682 64,312 68,192 54,082 51,290 676,761
宝珠山 36,853 35,330 34,665 46,070 36,785 43,456 46,574 40,996 39,308 35,501 31,513 36,140 463,191

kWh



５ ．環境経営計画と実施状況：二酸化炭素排出量（化石燃料使用量）

工場別1か月ごとの化石燃料使用量

化
石
燃
料
使
用
量
（

L）
工場別1か月ごとの化石燃料使用量推移各工場別が占める化石燃料使用量割合
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本社・朝倉工場
69.5%甘木工場

13.0%

宝珠山工場
17.5%

単位 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計
全社 3,216 4,629 4,654 5,135 4,345 5,240 5,653 7,713 9,016 11,660 7,725 6,602 75,588
本社朝倉 2,352 3,346 3,437 3,599 3,222 3,946 4,103 5,402 5,948 7,275 5,408 4,488 52,526
甘木 109 249 121 278 37 256 327 991 2,152 2,854 1,487 1,010 9,871
宝珠山 755 1,034 1,096 1,258 1,086 1,038 1,223 1,320 916 1,531 830 1,104 13,191

L



５ ．環境経営計画と実施状況：水使用量

工場別1か月ごとの水使用量

水使用量

工場別1か月ごとの水使用量推移各工場別が占める水使用量割合
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水
使
用
量
（

m
3）

●

●
●

本社・朝倉工場
55.3%甘木工場

44.0%

宝珠山工場
0.7%

単位 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計
全社 487 512 894 1740 1078 835 782 686 612 661 643 608 9537
本社朝倉 388 373 420 483 358 477 577 496 435 511 433 322 5272
甘木 95 134 469 1250 712 353 198 185 172 145 205 283 4201
宝珠山 4 5 5 7 8 5 7 5 5 5 5 3 64

m3



木端材
642,585 kg : 97.9%

５ ．環境経営計画と実施状況：廃棄物の排出量

廃棄物の排出量

本社・朝倉工場
38.3%

甘木工場
47.1%

宝珠山工場
14.6%

工場別の年間廃棄物発生量と内訳
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アルミ屑
504 kg：3.1%

鉄屑
8,187 kg：49.7%

段ボール
7,769 kg：47.2%焼却灰

66,798 kg：47.6%

廃プラスチック
59,899 kg：42.7%

その他
13,520 kg：9.7%

左：単純焼却内訳 中：産廃処理内訳 右：リサイクル内訳

紙類
4,232 kg：0.6%

不良品
9,769 kg：1.5%

各工場別が占める廃棄物排出量の割合

単位 単純焼却 産業廃棄物 合計
全社 656.6 140.2 796.8
本社朝倉 314.1 16.2 330.3
甘木 291.2 49.1 340.3
宝珠山 51.3 74.8 126.1

ton



５ ．環境経営計画と実施状況：化学物質使用量

化学物質使用量
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ジ
ク
ロ
ロ
メ
タ
ン
を
含
む
化
学
物
質
の
購
入
量
（

kg
 ）

( 1 )・製品安全データシート. 「ジクロロメタン（別名二塩化メチレン）」.
https://anzeninfo.mhlw.go.jp/anzen/gmsds/0141.html（参照2026.07.10）

（ 2 )・DIC株式会社公式ホームページ. 「異種材料を接合する接着剤『TYFORCE(タイフォース)』」.
https://pr.mono.ipros.com/dic-global/product/detail/2001226383/（参照2026.07.10）

ジクロロメタン

ジクロロメタン系接着剤「ノーテープ」と
その代替製品タイフォースの購入量

左：ノーテープ 右：タイフォース

単位 2022年 2023年 2024年 2025年
ノーテープ 5275 5000 1000 500 300
ノーテープ PW-35 2200 2000 1600 2000
ノーテープ U-5 350 140 95 115

タイフォース FH315 0 2882 2250 2556

kg



５ ．環境経営計画と実施状況：グリーン購入

グリーン購入

購
入
金
額
（
￥
）

グリーン購入額推移

年度毎のグリーン購入額

グリーン・エコ商品一例

（１）・アスクル. 「「Z式パンチレスファイル A4タテ 背幅15mm アスクル シブイロ」.                       
https://www.askul.co.jp/v/105/?searchWord=%E3%83%91%E3%83%B3%E3%83%81%E3%83%AC%E3%82%B9%E3%83%95%E3%82%

A1%E3%82%A4%E3%83%AB&cateId=2&variationItemLImgPath=L1%2F051903_l1.jpg（参照2026.07.10）

（２）・モノタロウ「修正テープ ホワイパー (Whiper) ミニローラー MR 交換テープ (6m)」
https://www.monotaro.com/g/01877218/?t.q=%E3%83%97%E3%83%A9%E3%82%B9+%E4%BF%AE%E6%AD%A3%

E3%83%86%E3%83%BC%E3%83%97+%E3%83%9B%E3%83%AF%E3%82%A4%E3%83%91%E3%83%BC（参照2026.07.10）
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単位 2021年 2022年 2023年 2024年 2025年
購入金額 918,279 964,537 973,049 980,180 1,004,694
グリーン購入額 633,932 738,783 743,387 732,569 797,818
グリーン購入比率 69.0% 76.6% 76.4% 74.7% 79.4%

￥



５ ．環境経営計画と実施状況：自らが生産・販売・提供する製品及びサービス

地域貢献

左：地域清掃活動 右：中学生の職場体験感謝状
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５ ．環境経営計画と実施状況：自らが生産・販売・提供する製品及びサービス
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廃棄物の抑制への
新しい試み

菌床ブロックの熟成

地域から発生した不必要な資材を用いたキノコ作りスキーム



６ ．環境経営計画の取組結果に対する評価

１．二酸化炭素排出量の削減

◆ 排出量削減 ・・・ 評価 〇

❑電力使用量は宝珠山工場を除く各工場で、前年を上回った。主な要因は生産量の増加が要因であ
り、全体としては目標に対して僅かに未達となった。

❑化石燃料使用量は甘木工場で目標未達となったものの、その他の工場では目標を達成し、全体と
しては目標を上回る削減結果となった。

❑今後は設備の稼働状況を細かく監視し、不要な稼働や待機運転を削減することで、エネルギー使
用の効率化と、さらなる省エネルギーの推進を図る必要がある。

２．水使用量の削減

◆ 使用量削減 ・・・ 評価 △

❑今年度の夏期も酷暑が長く続き、水使用量が大きかった。従業員の健康のためにも、水の使用を
制限することは現実的に不可能であるため、水使用量の目標を達成することは非常に困難であると
考えられる。

❑ 5月までに工場屋根のスプリンクラーや工場内の散水設備の事前点検を実施し、漏水等による水
の無駄遣いが発生していないことを確認した。
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６ ．環境経営計画の取組結果に対する評価

４．化学物質使用量削減

◆ 適正使用 ・・・ 評価 ○

❑近年、ジクロロメタンを含む接着剤･溶剤の使用量削減に向けた取り組みを継続している。代替品の
選定が順調に進んでいるものの、実用化に向けた検証には時間を要している。

❑化学物質のリスクアセスメントについては、法令や使用状況の変化を踏まえ、継続的かつ適切に実
施していかなければいけない。

❑新規製品の立ち上げにあたっては、使用する資材・副資材に含有される化学物質について、環境負
荷が低く、人体に影響が少ない物を選定していくように取り組む

３．廃棄物排出量の削減

◆ 排出量削減 ・・・ 評価 △

❑工場のレイアウト・設備更新により、産業廃棄物量の増加があった。

❑焼却端材のバイオマス燃料化を計画しており、新たな業者選定を進めている。

❑現状は単純焼却している端材の一部を微生物資材として転用する試みを進めている。
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６ ．環境経営計画の取組結果に対する評価

５．グリーン購入

◆ 購入比率の維持 ・・・ 評価 ○

❑購買先を増やし比較検討の幅を広げた効果が、購入比率アップに繋がっている。

❑近年の購入比率は80%程度で安定しており、継続していくことが重要であると考えている。

６．自らが生産・販売・提供する製品及びサービス

◆ 再生資材の積極採用 ・・・ 評価 △

❑建具用木製ハニカム材を代表として、再資源化事業も進みつつあるが、拡販にまでは至らず足踏
み状態である。

❑社内外から収集した不要な資材を利用した、キノコ生産事業の開発を目指している。

◆ 地域への貢献活動 ・・・ 評価 ○

❑地元小学校や図書館への図書券寄贈を継続して実施している。

❑中学校からの職場体験を実施している。

❑工場周辺の定期的な清掃と、周辺農道などの草刈りを継続して実施している。
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６ ．環境経営計画の取組結果に対する評価：法令順守状況

【違反・訴訟等】

上表の法規制について確認した結果、全ての適用法令を遵守しており、関係機関等からの違法の指摘も無く、
訴訟等もありません。

- 20 -

対象となる環境関連法令と遵守状況
株式会社オークマ　2025年度

朝倉 甘木 宝珠山

　大気汚染防止法 　ボイラー施設 　測定義務 ○ － － ○

　報告義務 ○ － － ○

　ダイオキシン類 　焼却炉 　測定義務 ○ ○ ○ ○

　対策特別措置法 　報告義務 ○ ○ ○ ○

　廃棄物処理法 　産業廃棄物の保管基準 ○ ○ ○ ○

　管理票の交付、写しの保管 ○ ○ ○ ○

　管理票の交付等の状況報告 ○ ○ ○ ○

　化管法（PRTR法） 　指定化学物質の排出量等の把握及び届出 ○ ○ ○ ○

　労働安全衛生法 　有機溶剤 　作業環境測定 ○ ○ － ○

　リスクアセスメント ○ ○ － ○

　健康診断 ○ ○ ○ ○

　消防法 　危険物貯蔵所 　届出義務 ○ ○ ○ ○

　フロン排出抑制法 　簡易点検 　保存義務 ○ ○ ○ ○

　浄化槽法 　浄化槽 　点検 － ○ ○ ○

環境関連法規 適用内容 遵守状況
適用工場



７ ．次年度の目標
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2023年度 2024年度 2025年度 2026年度

基準 目標 目標 目標

作成日：2026年4月1日

代表取締役社長　大隈　賢一郎

❖発注先を複数にして検討
品目の幅を広げる

【6】 自らが生産・販売・提供する製品及び
サービス

❖設計時の資材構成を常に
見直す

❖地域貢献活動の継続

❖設計時の資材構成を常に
見直す

❖地域貢献活動の継続

❖新規設計時には使用資
材や構成に気配りする
❖地域への貢献活動を継
続していく

❖発注先を複数にして検討
品目の幅を広げる

❖発注先を複数にして検討
品目の幅を広げる

【5】 グリーン購入
品目

※2015年度よりCO2換算係数の変更（調整後排出係数＝0.598kg-CO2/kWｈ　九州電力2014年度実績）

7897

基準 1%削減 2%削減 3%削減

7979【3】

❖化学物質含有量の少ない代替品への変更を積極的に進める
【4】 化学物質使用量削減

㎏

754

基準 1%削減 2%削減 3%削減

水使用量の削減

m3

8142 8060

762

環境経営目標(中期2024～2026目標及び2026年度目標）

項目
評価
単位

【1】

【2】 廃棄物排出量の削減

ton

778 770

1,646,681

基準 1%削減 2%削減 3%削減

二酸化炭素排出量の削減

kg-CO2

1,697,609 1,680,633 1,663,657



８ ．代表者による全体の評価と見直し・指示

代表者による全体評価と見直し及び指示

■環境経営方針

内部監査の結果より、毎月の環境負荷実績を正確に把握し、継続的に管理できている点については評価
しています。一方で、環境経営への取り組みやその目的の理解が、一部の役職者に留まっている状況も見
受けられます。近年、記録的な酷暑をはじめとする環境問題が深刻化しており、企業としての環境への責任
はますます重要になっています。環境経営は担当部門だけの活動ではなく、全社員が当事者として取り組む
べき重要な経営課題です。各部門においては、環境方針および環境目標の理解をさらに浸透させるとともに、
従来の取り組みの継続に加え、新たな環境改善活動の提案・実践を積極的に進めてください。

■環境経営目標及び環境経営計画

2025年度のCO2排出量については、皆さんの省エネルギー活動や改善への取り組みにより、削減目標を
達成することができました。一方、記録的な猛暑による従業員の健康確保を最優先とした対応や、設備更新
に伴う影響などもあり、廃棄物排出量および水使用量については目標を大きく上回る結果となったようです。
また、スプリンクラー使用ルールの徹底不足やパトロール時の指摘対応の遅れなどの課題も見られました。
これらの結果を真摯に受け止め、今期は生産量の増加を見据えながら、より実効性の高い削減計画の立案
と確実な実行を進め、環境負荷の低減に取り組んでいきましょう。

■実施体制

内部監査において、「全従業員への周知不足」および「新入社員への環境教育不足」が指摘されています。
これらの課題については早急な改善が必要です。今後、環境の変化や業務量の増加にも迅速に対応できる
よう、全従業員へ確実に情報が伝達される周知方法を検討・運用してください。また、新入社員教育には必
ず環境に関する教育項目を組み込み、確実な教育の実施をお願いします。全員が同じベクトルを持ち、組織
として一丸となって取り組める体制の構築を推進してください。
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